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研究テーマ※ 近現代イタリアからヨーロッパや南北アメリカに移動した人々の生活世界 



概要※ 
（概ね1000字以内） 

（写真・グラフ等自由） 

【研究の背景・目的・内容】 

近年のグローバル化の進展により、人の空間的な移動は世界的なレベルでますます激しさを増している。だが、

人の移動は人類の歴史とともに存在するものであり、時代や地域による差異に留意して理解する必要がある。

本研究は、産業化・都市化の進展とともに人の移動が活発化した19世紀～20世紀のヨーロッパ、とりわけその

中でも移民や政治亡命者として膨大な人々を国外に送り出したイタリアを主たる対象として、イタリアからヨー

ロッパ諸国や南北アメリカなどに移動した人々が作り出すネットワークと、移動によるナショナル・アイデンティ

ティやジェンダー規範の変容について考察するものである。とくに近年は、イタリアから南北アメリカに向かっ

た女性移民におけるジェンダー規範の変容、第二次世界大戦末期から終戦直後にかけてイストリア半島やダル

マチアから追放された、ないし自ら避難したイタリア系住民が戦後のイタリア社会に統合されていく過程、およ

び、ヨーロッパ系や日系の移民が多数入植したブラジル南部におけるイタリア系住民の生活世界といったテー

マを中心に研究を行っている。 

 

【応用例、研究の展望】 

第二次世界大戦末期から終戦直後にかけてイストリア半島やダルマチアから追放された、ないし自ら避難したイ

タリア系住民に関する研究については、戦後にローマ郊外に定住した人々の定住に至るまでの移動の過程や、

定住後の生活世界の変容、政治意識の変容などについて、フィールドワークを中心とした研究を行う予定であ

る。新型コロナウィルスCovid-19の世界的感染拡大により、現地に赴くことが困難な状況が続いたため、研究

はいまだ十分に進展していないが、フィールドワークを行うことができれば、大きく進展することが期待でき

る。 

 

【研究方法の特色】 

送り出し国と受け入れ国の双方における移民政策や難民・亡命者政策を踏まえつつも、移民や難民、政治亡命者

自身に焦点をあて、彼らの移動戦略を分析している点や、男性移民が数量的に圧倒的優位を占める時期を対象

に、女性移民にも光を当て、移民によるジェンダー規範の変容を分析している点に大きな特色がある。 
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民国家の形成 ―自由主義期の国家と社会』日本経済評論社、2010年） 
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共同研究・外部機関 

との連携への期待 

・科研費を獲得し、これまで11年間におよぶ共同研究を行ってきた。この間に、国際シンポジウムや日本西洋史

学会での小シンポジウムなどを開催し、さまざまな研究者・外部機関との連携をはかってきた。今後もシンポ

ジウムの開催などを通じて、連携をはかっていく。 

 


